研修出張様研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　看護課　　　　職種　看護師　　　　氏　名　市島　正江

	期　　間　　平成20年10月15日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　平成20年度青森県精神科病院・診療所協会｢第2回研修会｣

	出張先　　財団法人　愛成会　弘前愛成会病院

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）




＜考察＞

　障害者自立支援法から取り残されている当事者を、自宅で孤立した生活から自立訓練に結びつける

橋渡し役が必要であり、それに向け事業展開をする並々ならぬ努力がある。精神障害者の集う場所の必要性は、仲間がほしい、社会参加したい、生活情報を得たい、気軽に行ける場所があればいいなど個々のニーズにあった場所が生活の質を高め、それが交流の場となり、病状の回復にもつながるのではないか。秋田県では、近辺に精神障害者の集う施設が少ないことで生活訓練の場の幅が狭まっており、治療では効果を発揮し得ない、当事者同士のピュアカウンセリングの重要さを感じている。私たちが行う患者様への疾病教室のアンケートの一項目に「病気について相談できる人は誰ですか？」といった質問があるが、答えとしては、「医者・看護師」が正解としていた中で、家族連合会会長の藤原講師や、デイケア科長の佐々木講師は、「当事者同士が一番の相談相手である事が望ましい」と教えて頂いた。相談し易い友達や相談相手を作る力、相談する力を身につけ、さらには自分で解決する能力を身につけること、社会生活を送ることを期待しているのではないだろうか。悩み事など相談のある当事者に対し、社会で生きる為の力の得かたを考えさせられる一言を感じた。

　今回の研修内容は、デイケアや社会で生活する方を対象にみた取り組みと、展開、介入の仕方であった。開放病棟の患者様にあるべき将来像を社会での生活風景を重ねて見たとき、必然的に今やるべき看護が見え、一歩一歩確実に階段を登りつめていけるようなプラン作成と介入をしていく事を再確認させて頂いた。

＜研修内容＞

1、講演「地域福祉生活の推進について」　　　秋田県精神障害者家族連合会　会長　藤原　慶吾
　自宅に閉じこもりがちな精神障害者が、気軽に立ち寄り、同じ障害を抱える人達や支援ボランティ

1、 地域住民らと交流を深めるフリースペース「心の自由空間　ゆっくりん」が、藤原講師により開設

された。床面積わずか３３㎡だが、横になってくつろぐことができる和室と、洋間からなりテレビやパソコン等を備える。開設の目的は、何かをさせられることなく自由に過ごせる場所の提供であり、秋田市内は医療法人か公設の社会復帰施設しかなく、そのため大変注目された。開設以来、朝から大変な賑わいで、あちこちから笑い声があがる、うれしい誤算だという。秋田県内には、通院している精神障害者が約１万１千５百人いる。最低月１回のペースで通院しているが、大半はそれ以外の時間を自宅で過ごすことが多いという。「ゆっくりん」の開設は障害者同士、障害者のご家族、地域住民が知り合いになることで、社会から孤立しがちな環境を少しでも改善するという試みである。藤原講師は「障害者が社会と結びつくきっかけとなり、行動や交流の幅が広がるような運営を心がけたい。そして、少しでも社会的偏見の軽減につながれば」と話している。

また、「秋田県は精神障害者の自立と社会参加、それに社会的入院患者の社会復帰が大きく遅れている。それぞれの地域でニーズに合った施設や住居などの環境づくりが必要である。障害者が社会の中に出て色々な人とふれあい、自分の大切さを実感してもらえればうれしい」とも話していた。「ゆっくりん」は通院している病院の枠を超えて集まる場であり、障害者同士が知り合いになったり、ボランティアとの交流を深めたりすることを通じて、社会復帰に向けた足がかりとなることを目指している。障害者同士が助け合う「ピアカウンセリング」が生まれる場となることも期待されている。

　『心を支える会』はご家族による「自助」や行政の「公助」だけでなく、家族同士が互いに支えあう「共助」を進めようと、昨年６月に設立された。

　病状が安定して自宅で暮らしている精神障害者の社会復帰を目指し、秋田県内の障害者の家族らが結成したNPO法人「心を支える会」ではご家族自身の意識改革を最重要課題に勉強を続けている。自立に向けた第１歩を踏み出すため、専用アパートを借り上げて１人暮らしを体験してもらう自立訓練活動にも力を入れている。ほとんどのご家族は当事者への接し方に失敗して自立に失敗している。「当事者のプライドを尊重することが大切なのにそれを親がずたずたにしている。それで自立できるわけがない。統合失調症の人は対等の立場で話し合ってルールを決めればちゃんと守るし、発病前に得意だったことがないか。それは将来の『芽』になる。眠っているものをゆっくり育てながら当人に自信をつけていただきたい。」そのためには、ご家族に対する意識改革が必要と話していた。

２、パネルディスカッション　「精神科医療と家族会」　　芙蓉会病院デイケア　科長　佐々木　常夫 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当事者　　杉山　徹

佐々木講師は、人間性豊かな健康的な部分があっても、一部の障害に対して全体を病気ととってし

まう医療スタッフがまだいると嘆く。３０年前デイケア開設にあたり「デイケアって『でんきや』ですか？遊ぶところですか？何の役に立つのですか？」という世間に知れていない時代に開設した。やっていく中で、通所者の表情が明るくなり、やがて「うちの息子が明るくなった」とご家族にも明るさがみえた。しかし、一番に偏見を持っているのは医療スタッフであり、その偏見を持っている医療スタッフから意識改革しようと考え、理屈ではなく結果で成果を出そうと考えたと話す。結果的に、ご家族も「うちの息子はどうしてこんな病気になったんだろう」と否認していたことから、病気の理解をし、内服の必要性を感じ、デイケアの必要性を受け入れ、それと共に病気が良くなってきたという。そして、医療スタッフも効果を受け入れた。

　開放病棟になった３０年前も看護スタッフが患者様を怖がり、偏見は病院スタッフだったと言う。患者様の言葉で「病棟の鍵を開けるのではなく、心の鍵を開け、わだかまりをとること」と言われ、その言葉を支えに現在まで励みにし、やってこられたと心境を話していた。

　杉山当事者は、２３年前に病気になり入院した。結婚していたが、やり直すのは早いほうがよいと納得しないが離婚をさせられた。退院すれば、病気が治ったと思った父親は７年間病院に行かせず、退院したのだから働くことを強要し、病気を受け入れてくれなかった。じき、デイケアに通所する機会があり、大きな苦難を乗り越えられた。デイケアは、お父様との関係が上手く行っていない時に少しの事でも誉めて自信につなげてくれる。そのお陰で、時折り帰省する実家でのお父様との関係も良くなったと話す。現在では、新通所者に対するピュアカウンセリングをしてあげられていると佐々木講師は話していた。

　佐々木講師は、病院は医療、ご家族は社会復帰のサポートをするべきであって、病気は治らないと知らせるべきだと言う。説明する事でご家族も本腰をいれて治療に介入できる。

　家族会に関しては、入院させると安心して一生入院するものだと勘違いしてしまうご家族が多い。そのため、家族会に参加しなくなる、と悩みをこぼす研修参加者がいた。それに対する案として、入院当日に、入院しホッとした時に読めるように家族会のパンフレットを渡しお知らせする。全家族に来て頂くために、衣替えのシーズンに合わせて来て頂き、患者様と共に衣替えをしつつ家族会に参加して頂く。「チャンスを作為的に作ること」と話す。また、家族会に参加すると退院させられると思ってしまう方がいるため、「自立できるための勉強会」と銘打って参加を促す。要するに美味しい話しをして乗っけること、と笑って話してくださいました。  
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